
 

 

 

「インクルーシブ」って何？ 

 岩田 理恵子 

 

 「インクルーシブ教育」という言葉をお聞きになったことはありますか。“インクルーシブ

（inclucive）”は、英語で“すべてを含んでいる、包括的”という意味であり、インクルーシブ

教育とは、全ての子供を包み込んだ教育という考え方です。障害、国籍、性別、家庭環境等の

様々な事情で教育制度から子供たちを排除することなく、インクルーシブ教育の実現を目指して

いくことは、国際的な流れになっています。 

さて、ここに、障害のある人が置かれている状況を表した図があります。「インクルーシブな

状況」を表しているのは、どれだと思われますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

①は、障害のある人が排除されています。②は、集団から排除された人たちでグループができ

ています。③は、集団の外にあったグループを中に入れ、みんな含まれていると思いがちですが、

中で分かれている状況です。正解は④で、全ての人が分けられることなく、含まれた状況です。

様々な障害は、周りの人の行動や環境の整備によって解決や軽減につながります。地域も学校も、

④の状態を目指すということです。 

今年度も県内の小・中学校には 500 人超のスタディ・メイト（特別支援教育支援員）が配置さ

れており、本校でも、スクールケアサポーターと共に、各学級で子供の困りに寄り添い支援して

います。また、通級指導教室では、得意・不得意に合った学び方を見付けるために子供と一緒に

活動しています。これからも、全ての子供が学びやすい学校環境をつくるために、教職員一人一

人が想像力を働かせ、できることから実践していきたいと思います。 
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学 校 だ よ り 
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学習公開日 たくさんのご参観ありがとうございました  
子供たちは保護者の皆様が来てくださっていることで張り切って学習に取り組んでいまし

た。また、今回は祖父母の皆様の参観も多く、学校での頑張っている子供たちの様子を見てい

ただけて嬉しく思いました。 

１０月１４日（土）午前には運動会、１１月１８日（土）午前には学習公開 

日（発表）を予定しています。授業の一環としての公開ですが、ぜひ、お越し 

いただき、子供たちへの励ましや拍手をお願いします。 



 

 

                    

                               朝倉 寛（保健担当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保健委員会では、４月に全校児童が玄関から勢いよく走り出す様子がよく見られ危険だと感

じたことから「中庭を歩こうキャンペーン」を実施するなど、安全に過ごすための取組を行って

きました。委員会で一致団結して呼びかけたことで、全校児童が、中庭を歩いて休み時間を過ご

すようになりました。また、6 年生の国語科「わたしたちにできること」の学習で、保健委員会

の子供たちが、校内を安全に過ごすためにできることについてアイディアをたくさん考えまし

た。その中から「右側通行を促す看板」や「安全を呼びかけるためのマーク」を廊下や階段に掲

示することとしました。さらに、全校集会で、危ない歩き方や階段の上り下りの動画を作成し

て、なぜ、安全に歩くことが大事なのかを分かりやすく伝えました。 

 集会の後、全校児童はほぼ全員、右側通行をして歩いています。子供の発案で、自分たちでで

きることを実現できた例の一つです。大人が呼びかけ注意することは簡単ですが、子供が自分た

ちのアイディアの実現のために、知恵を絞り、手を動かし、思いを実現する体験は、安全意識を

高めて過ごす効果以上に、子供の心を育てることになったのではないでしょうか。まさに、子供

たちの、子供による、子供たちのための取り組みと言えます。 

 9 月 21 日～30 日には、秋の交通安全運動が行われています。ご家庭におかれましても、今一

度、安全に過ごすためにどのようにすればよいかお話をする機会があれば、より安全意識が高ま

るのではないかと思います。ぜひ話し合ってみてください。 

 

 

【校外学習「立山図書館」２年生】   
 

 

 

 

 

【ドリーム・スクール・キャラバン走力ＵＰ！３・５年生】 
 

立山北部小学校ホームページも随時更新しています。 
ぜひ、ご覧ください。          https://tateyamahokubu-e.edumap.jp 

 立山図書館では、図書館の方から、本の借り方について説明があ

り、子供たちは熱心に聞いていました。その後、一人につき本を 2

冊借りました。読書通帳を機械に通して、記録することができた子

供たちはとても満足気でした。これからもどんどん本に親しんでほ

しいものです。 

 

「日本で最も多くの足を速くしたプロスプリントコーチ」として活

躍されており、日本有数の短距離選手でもあった荒川優さんを講師

に迎え、走り方の指導をしていただきました。最後にタイムを計測

した時には、ほとんどの子供が速くなっていて、中には３０ｍを

１．2 秒もタイムを縮めることができた子供もいました。自分の記録

が縮んだことに、どの子供も満面の笑みを浮かべていました。 

  


